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　本研究は、以下の手順で進めた。

①研究対象業種・仮想企業の設定
②仮想企業における業務内容（支援内容）の想定
③各業務に使えるソフトウェア・サービスのリサーチ
④ソフトウェア・サービスの選定
⑤ソフトウェア・サービスの詳細調査（試用）

　本研究を通して、日頃、いろいろな人、Webなどから「このソフトが良い」という噂は
聞いてはいたものの、本当にそれらが有効なのかという疑問に対して詳細に調査
する良いきっかけとなった（“婦人服小売業”に研究対象を絞ってはいるが）。また、
同じような機能を持つソフトウェア・サービスが複数存在する状況のなか、それらの
機能・使い勝手を比較することができ、あまり噂になっていないような“掘り出し物”
も発見することができた。
　本研究で取り上げたようなソフトウェア・サービスは頻繁にアップデートが繰り返さ
れている。また、新たなサービスが次々と出てきており、移り変わりも激しい。こう
いったソリューションを定期的にリサーチしておくことで、顧客からの「こんなことで
困っている。こんなことをしたい。」といったニーズに対して、「それならばこういうソ
リューションがありますよ。」と即レスポンスできる幅が広がる。また、それをコンサ
ルタント個人の知識でなくグループ内で情報を公開し共有することで数倍の情報を
アップデートすることができる。
さらに、本研究ではフリーもしくは低価格ソリューションの問題点・課題も明確になっ
た（特にフリーの場合）。
①マニュアルについて
②保守・アフターサービスについて
実際に導入する際には、このような問題点（デメリット）と、フリー・低価格であること
（メリット）を事前に顧客に説明し、合意を得ることが必須となるであろう。
また、統合的なソリューションでない場合、ソリューション間のデータのやり取りの煩
雑さも考慮する必要がある。もし、導入・運用費用が高価なソリューションであった
としても、データの連動性による作業量の軽減なども加味し、ソリューションを選定
する必要がある。
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